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抄録 : 教師の学校臨床力には、 ①教える面と育む面、②集団と個人、③厳格性と受容性といっ

た多様な側面が関連する。学校現場において、それらが有機的に連関し、教師の感性として準

備されることが、総合力としての学校臨床力といえる。その際、教師が自らの実践をふり返り、

かかわり合いで何が生じていたのかを省察することが、教師の成長に重要となる。本研究では、

小学校教師によるプロセスレコードを用いた事例検討を行い、総合力としての学校臨床力を例

証し、省察によって教育の魅力が明らかになることを示した。

索引語 :教育の魅力，総合力，学校臨床力，省察，プロセスレコード

Abstract:Abstract: Teachers' school guidance and counseling skills（SGCSs）are associated with 
various aspects such as（1）teaching and nurturing,（2）group and individual, and（3）
strictness and receptivity. SGCSs, as collective strength, can be said to be dynamically 
related with each other in school settings, and prepared as the teacher's sensibilities at 
school. In this regard, it is important for teacher's growth to reflect on his/her practice and 
on what happened in the relationship with children. The authors conducted a case study 
using process records prepared by an elementary school teacher, exemplifying SGCSs as 
collective strength, and showed that the attractive characteristics of education become clear 
through reflection.

Key Words:Key Words: attractive characteristics of education，collective strength，school guidance 
and counseling skills，reflection, process records
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1． 総合力としての学校臨床力と省察の二重性

「学校臨床力」とは、教師が児童生徒との双方向的なかかわり合いの中で、個々の子どもの成長促

進に寄与する能力を指している。角田（2020）によれば、学校臨床力には （1）「教えると育む」、 （2）
「集団と個人」、  （3）「厳格性と受容性」といった諸側面が関連している。3 つの概要を以下に述べる。

（1）学校臨床力は元々育む力を指していたが、学校現場においては、教える面（学習指導）と

育む面（生徒指導）は密接に絡み合うことも多い。したがって、両面のつながりをいかに柔軟に

工夫できるかが、学校臨床力のポイントになる。（2）教師とは「集団」と「個人」の両面にかか

わる仕事といえ、平成 29 年に告示された学習指導要領では「児童（生徒）の発達の支援」として、

集団指導としての「ガイダンス」と個別対応の「カウンセリング」の両方の力量を教師に求めて

いる。学校臨床力にはこれら両面の見立てやかかわりが必要となり、バランス感覚のある総合力

が問われている。（3）子ども達が安心できる環境をつくることは教育の基盤であり、そこには「厳

格性（父性）」と「受容性（母性）」という、二律背反的な子どもへの態度・かかわり方が必要と

なる。教師の子どもに対する「厳しさ」と「温かさ」は、教師自身が渦中にいるためバランスを

取ることは容易でなく、かかわり合いながら状況を見極めることが学校臨床力には求められる。

学校現場においては、（1）～（3）のバランスの取りにくさや二律背反的な諸側面が相互に関連

することになり、学校臨床力として求められるのは、教師の「感性」としてそれらへの総合的

な準備性をいかに蓄えられるかにある。つまり、教師の感性をいかに磨くかが問われており、

角田ら（角田・上良，2018，角田・堀内，2019，角田，2019， 角田，2020， 角田他，2021）は、

ショーン（Schön, D. A., 1983）の「省察（reflection）」の概念を二つに分けることから、感性

と感性を磨く作業の明細化を行ってきた。

専門職の reflection について考察した ショーンは、二つの水準でこの用語を使っている。人格

機能の観点からすると、reflection とは何かと何かを「照らし合わせる」心の働きといえる。彼

の場合、意識的な 水準と非意識的な水準という二つの reflection を混在させて論を進めているが、

そこには reflection という作用が持つ、両水準にまたがる人格機能の妙が示されている（角田他，

2022）。非意識的な水準の reflection とは、これまでの経験知と今ここでの状況を瞬時に照らし

合わせる働きといえ、先述の教師の感性といえる。もちろん現場で教師は意識的に考えてもい

るが、それと相俟って個々の教師の感性が、直感的・感覚的にその場で発揮されることが求め

られ、それを実現するのがショーンの言う「省察的実践者（reflective practitioner）」である。

他方、感性を磨く作業とは、事後に意識的・言語的に、教師が子どもとのかかわり合いを reflect する、

つまり「ふり返って省察すること」である。省察の対象は、 （a）教師自身について、（b）子どもについて、

そして （c）両者の関係性についてで、ここで「照らし合わせる」のは、（a）～（c）各々において現在と

過去を照合したり、体験と知識を照合したり、当該の関係と別の子どもとの関係を照合することもある。

筆者は、 ショーンの reflection に含まれる水準の異なる人格機能の関連を示そうと考え、感性

を「実践知を生む省察力」、また事後の省察を「ふり返りとしての省察」とし、両方を併せて「省

察の二重性」と表現するようになった。さらに、コルトハーヘン（Kolthagen, F. A. J., 2001）
の「理論と実践の往還」とを関連づけたのが図 1 である（角田他，2022）。④と②が「省察の二

重性」を示し、①と③が「理論と実践の往還」を表している。つまり、二つの異なる水準の

reflection を媒介に理論と実践は往還する。ただし、③の現場で必要な「理論」とは、ある教師
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がある特定の子どもに関して持つ特異的な理論（コルトハーヘンが言う小文字の理論）であり、

一般化された学問的な理論（大文字の理論）とは異なる。

図 1　感性を磨くプロセス：「理論と実践の往還」と「省察の二重性」の循環イメージ

また、①②と③④は、教師にとっての外的世界と内的世界に大別される。①②を含む右下の白

い領域は「教師の外的世界」で、①は子どもとの様々なコミュニケーションによってかかわり合

う実践であり、②は先に述べた教師が事後にふり返る省察を指す。これらは、教師の外的な営み

を示している。それに対して、③④を含む左上の灰色の領域は「教師の内的世界」を示している。

③は②と連動しており、ふり返って省察することから、何らかの気づきが起こり、子どもや自ら

のかかわりについて、以前よりも意識的・言語的に、教師が何かを把握するようになったことを

指す。④は、②や③と連動し、教師の内面で組織化され蓄えられた人格機能、つまり実践知を生

む可能性を持った、準備態勢としての省察力である。これが先述した教師の「感性」にあたる。

教師の学校臨床力向上のための省察の重要性はこれまでも述べてきたが、ここ数年はプロセ

スレコード（process records）を用いた実践研究を行ってきた（角田・柴崎，2017，角田・上良，

2018，角田・堀内，2019，角田，2019，角田，2020，角田他，2021）。詳細はここでは述べな

いが、プロセスレコードの最たる特徴は、ある場面について、子どもの言動等の外的な出来事

だけではなく、その時の教師自身の思いや感情といった「主観」も含めて、やり取りをシナリ

オ形式に再現して記述することにある。こうした間主観的なアプローチによる記述が、先述し

た省察の対象となる（a）～（c）を明示することになる。また、別の観点からすると、プロセス

レコードには、ある教師の実践のありようを、体験的に記録して伝えるという役割もあり、本

研究にはそうした意図もある。

 本章での理論的な視点に続き、次の 2 章では、小学校における省察的な事例検討の実際を示す。

教師が子ども達とどのようにかかわろうとし、そのかかわり合いによって両者が影響を受けな

がら成長する様子をプロセスレコードで示し、教師による省察を行う。すなわち、実践を明示

するともに、当事者である教師が実践をふり返って省察し、現場の体験を言語化し小文字の理

論として記述する。こうした 2 章の一連の作業によって、総合力としての学校臨床力を示し、

省察を通して教育の魅力を明らかにしていく。最後の 3 章では、当事者ではない研究者が、大

文字の理論である学校臨床力の観点から考察を行う。共著者の分担としては 2 章を上田が、1 章

と 3 章を角田が担当する。
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2．実践事例とそこからの省察

プロセスレコードによる省察に、筆者（上田）が最も魅力を感じている点は、そこに含まれ

る自らの子どもとのかかわり合いの中に、 教育において最も大切にしなければならない原点の

ようなものを発見できることである。教師の負担の大きさや勤務時間の長さが問題視され、教

師の仕事や教育現場に対する昨今の厳しい視線の中で、 教育に携わる者の子どもとのかかわり

への覚悟が薄れつつあってはいけない、また、子どもとのかかわりの難しさを避けることに繋

げてはならないと感じている。 教育に携わる者の責任の重さは自覚しておく必要がある。しか

し同時に、その「教育」に大きな魅力も感じてきた。

（1）この事例を選んだ理由

今回の事例で取り上げるクラスは、「誰一人取り残さない」という姿勢を子どもたちが自分た

ちのクラスづくりの中で体現していたとふり返ることができ、私自身が  A を含む子どもたちか

ら深く学ばせてもらったクラスの一つである。

「誰一人取り残さない」  とは、国連で採択された SDGs（持続可能な開発目標）の大きなテー

マでもある。社会では様々な分野において、格差が生まれ、差別や偏見によって苦しむ人々が

絶えない。この状況を他人事ではなく自分事として身近な部分から見つめ直そうと呼びかける

世界共通の目標が SDGs であると捉えている。当時のクラスでも、 総合的な学習の時間などで

世界や日本の課題に触れ、 「自分たちにもできること」を考える中で、SDGs の視点にもつなげ

ることで、身近な課題解決が世界の未来をよりよくすることにつながると意識できるようにし

ていた。

（2）日頃の Aや周りの児童の様子

5 年生から 2 年間担任をした男児 A は入学時から支援が必要な児童として注目されていた。

一つのことを見ると周りが見えなくなり、感情や行動にブレーキをかけたりコントロールした

りするのが苦手であった。自分の思い通りにならないことや嫌なことがあると、叫んだり物を

投げたり教室を飛び出したりした。また臨機応変に対応することが難しいために、周囲からは

空気の読めない行動と取られてしまいがちでもあった。よく居眠りをし、文字は雑で、テスト

等は一人で読んで解くことが困難であった。1 対 1 で指導すると解けることもあったが、そうい

う A の様子や担任の過度なかかわりを必要とすること自体に、当初は不満をもっている子たち

も多いと感じていた。

 こうしたそれまでの負の積み重ね のために、 A に対して厳しい視線をもつ子たちが、学級内

だけでなく学年全体に多かった。一方で、支えようとしてくれる気持ちはあるものの、周りの

目を気にして、その気持ちを出せずにいる子たちもいることを感じていた。

指導の際に最も気を付けたことは、周りの子たちの意識も変えていきたいということであっ

た。担任は支援が必要な児童一人だけを見ていればよいわけでは決してなく、周りの児童の心

の変化にも気を配っていかなければ学級経営はうまくいかないと考えている。本事例のかかわ

りは特にそれを強く感じていたので、プロセスレコードは、 A に対するものと周りの児童に対

するものとを載せた。
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（3）プロセスレコード

  Ⅰ．Aとのかけひき（5年生 10 月の場合）
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これは一例であり、似たようなことは、頻繁にあった。Ⅰや次のⅡのようなことは6年生でも続く。
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Ⅱ．Aとのかけひき（5年生 12 月の場合）

A
A

 

B

A  

A B

B

A

B

 

A B

B

A

 

 

A

 

A

B A

 

A

B

 

A B  

B

A

 

B  

B

 



21教育の魅力を省察する

Ⅲ．ペットの死（5年生 1月）
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Ⅳ．修学旅行の夜の出来事（6年生 5月）
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Ⅴ．子どもたちの心の揺れ＜ 1＞（6年生 9月）　※ Aが教室から飛び出している時。
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Ⅵ．運動会の組体操本番直前から本番にかけて（6年生 10 月）
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Ⅶ．子どもたちの心の揺れ＜ 2＞（6年生 2月）　※ A が教室から飛び出している時。
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（4）省察

今回の事例を通して思い返してみると、私自身が周りの子どもたちと共に A とのかかわりか

ら多くを学び、それが学級経営そのものに深く結びついていたと改めて気付かされた。

あえて 2 年間の事例を取り上げてふり返ったのは、6 年生の最後にⅦのプロセスレコードのよ

うな子ども同士のやりとりができるようになるには、一年では足りなかったと実感しているか

らである。近年、担任の精神的な負担軽減などを理由に、もち上がりをさせる学校が少なくなっ

ていると聞くが、 子どもとは言え一人一人違う人間を約 30 人相手にする担任として、子どもた

ちを十分に理解するには時間はかかって当然だと考える。本事例においても、A の理解だけに

留まらず、深く根を張っていた A に対する子どもたちのこれまでの関係性を解かすところから

始めて、A を放っておかない仲間意識を芽生えさせるところまでもっていくには、根気と忍耐

をもってかかわる覚悟と共に「時間」が必要であった。

周りが距離を置きたくなる気持ちも理解できるほどの A の暴言暴力、好き放題の毎日に、そ

んなクラスがつくれるのか自信がもてないまま、プロセスレコードには表現しようのないくら

いの格闘の日々が続いた。プロセスレコードⅠ・Ⅱの 5 年生時の「A とのかけひき」についても、

春から担任して二学期後半になってようやく「かけひき」にまで至れたのである。A と心の底

からぶつかり合い、あらゆる角度から A に寄り添う姿勢を、他の子どもたちにも見せ続けた。

この 5 年生の一年間が無ければ、担任として十分に子どもたちを理解しきれず A を取り残して

卒業を迎えてしまったかもしれない。

ただ、5 年生の一年間があったことは大きいが、それでもやはり自信があったわけではない。

とにかく担任である自分がクラス内の一番の見本にならなければならないと感じていた。私が

A に短気に怒鳴り声を上げれば、他の子どもたちも同じように A にきつく当たるようになって

いた。私が A を大事に思っていることが子どもたちに伝われば、子どもたちの中からもその気

持ちを表現していいんだという空気が生まれだした。厳しさの中にも愛情を感じさせることは

簡単なことではなかった。それを A だけでなく、他の子たちにも同じように感じさせながらの

かかわりが求められた。それには やはり時間は必要であった。

「世の中には様々な人がいる。そのことを理解していける子たちになってほしい」とは思いな

がらも、まだまだ幼い 11 歳や 12 歳の子たちである。頭では分かっていても目の前で理解の出

来ない言動を繰り返す A がどうしても許せない子も多く、私自身もその理不尽な気持ちが理解

できないわけではない場面も多かった。「しかしそれでも…」A を放っておかない仲間づくりを

目指そうという姿勢を子どもたちに示し続けた。時には私と他の子たちとで想いをぶつけ合う

時間も多々あった。

学年主任でもあり、学年へも気を配る必要があったため、心身共に大変な日々が続いた。し

かしそんな私を、子どもたちが支えてくれるようになってきた。精一杯の毎日の中で感じる子

どもたちの成長のエピソードを手帳にメモし、週末にはそれを元に学級通信を書いて子どもた

ちへのメッセージを発信し続けた。それを読んだ保護者の方々も、次第に応援してくださるよ

うになってきた。そうして、自信は無くても、子どもたちや保護者の方々の支えの中で 6 年生

でも A をもち上がり、中学校へ送り出すまでに、何としても「誰一人取り残さない仲間意識」

を子どもたちに感じさせて卒業させたいという想いをもつことができるようになった。

当時 4 クラスあった学年の児童を再編成して 6 年生がスタートした。新しく担任することに
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なったクラスには、5 年生で担任をしていた子たちは単純に 4 分の 1 しかいない。そのため、A
に対する周りからの厳しい視線やかかわりたくないという態度は見え見えであり、クラスづく

りは一から始めなければならなかった。ただ、私自身の A への理解と、4 分の 1 の子どもたち

の協力は大きく役立った。

プロセスレコードⅣに示した修学旅行でのエピソードは、A の優しさが裏目に出てしまった

典型的な例であるが、この時のかかわりを見逃していたら、A とその部屋の子たちの修学旅行

の夜の思い出は台無しであっただろう。A をめぐる様々なトラブルには、実は A の優しさがう

まく表現できなかった結果である場合もあるのだということが、部屋の子たちにも伝わった経

験は大きかった。こうした行事の中で子どもたちは様々な気付きを得て、心を成長させていく

ことを実感することができた。

とはいえ A の絡むトラブルが無くなるわけではなく、同年代の子たちにとっては、A のこと

をそんなにうまく理解してやることが簡単にできるわけではなかった。プロセスレコードⅤの

ように、A が教室を抜け出している間（ただし A に非がある場合に限る。周りの子に原因があっ

た場合にはその子たちに責任を取らせるようにした。）に、A の安全を確認した上で、他の子た

ちの想いを吐き出させる時間を何度も取った。これを私が受け止めてやらなければ、A への対

応が「特別扱い」となってクラス内に溝ができてしまうと考えていたためである。このような

場では声に出して自分の想いを伝えられない子たちもいるので、毎回最後に小さな紙に今の想

いを書かせた。その内容にも、学年末に近付くにつれて成長や深まりが見られた。「自分にもで

きることは何か」を考える子たちが増えた。

ここには、例えば総合的な学習の時間の授業内容の工夫も影響していたように思う。東日本

大震災の被災地の様子や世界の発展途上国の現状などに目を向け、実態を正しく知ることによっ

て「自分たちにもできることは何なのか」を考える時間を多く取っていた。他人事で終わらせ

ないように、「Think globally ！ Act locally ！（広い視野で考えよう！そして身近なところから

行動していこう！）」という姿勢の大切さを感じさせるような授業づくりを心がけた。

するとその中で、「世界で取り残してしまっている人たちに私は今何もしてあげられないけど、

私たちのクラスの中で取り残してしまっている子を理解してあげることはできるかもしれませ

ん」などという感想が見られるようになってきたのである。こうした子どもの変容は担任として

努める上での大きな支えとなった。学級通信にも子どもの声を取り上げ、他の子どもにも保護者

にも届けた。また学級通信は毎回全教職員の机上に置くようにしていたので、管理職にも学年に

もその他の教職員にもこれを通して A に対するクラスとしてのかかわり方を示し続けた。このよ

うな様々な角度からの地道なアプローチの積み重ねが、プロセスレコードⅥのほんの少しの気配

りの動作や、Ⅶの子ども同士の葛藤のぶつけ合いに繋がっていったのだとふり返ることができた。

プロセスレコードⅢで天国に手を合わせながら大声で泣いていた A の純粋な優しさは、学級

通信を通して他の子たちにも広がり、命の重たさを共に学ぶ機会となった。またこの年の 12 月

に私の父が他界した時には、クラス全員でメッセージと千羽鶴を届けてくれた。おそらくここ

には教職員や保護者の方々のあたたかいご協力もあってのことだと思うが、「誰一人取り残さな

い」あったかいクラスをつくりたい、そう思って奮闘してきた日々の疲労と父の死への悲しみが、

癒された気持ちになった。

現在、子どもにとっての居場所を無くして不登校になる児童や、教室に入れないままの児童



28 角田　豊・上田　雅也

が全国的に増加している。多くの子どもたちを学校教育の場において取り残している現実があ

るのである。その現実に対して、社会では「必ずしも学校に行かなくてもよい」という意見も

聞かれるようになってきた。その子を追いつめないという点において、その考えも必要な場合

もあるのかもしれない。しかし学校の中で教育に携わる者としては、その声を決して「取り残

してもよい」と捉えてはいけない。寄り添い続ける必要がある。A にとっての居場所も A 自身

が探し求めていたように思う。しかし A を含むクラス全体の心の成長と共に、次第に「クラス

の子どもたちがいる場所」自体が A にとっての居場所となった。また同時に、他の子たちにとっ

てもクラスの仲間が居場所となっていったように思う。もちろん、担任の私自身も子どもたち

がいる場所が自分の居場所だと感じることができるようになった。

6 年生最後、冬の持久走大会では、スタートの合図が鳴ると同時に、なんと A は逆方向に暴

走し始めた。スタートを待つ集団の中でトラブルがあり、我慢できなくなったのだ。すぐに追

いかけて何とかうまく気持ちを乗せてスタートさせたものの、当然このままでは、かなりの遅

れを取ってのゴールとなり、ゴールできても興奮状態であることは予想できた。しかしここで

動いたのが、すでにゴールしていた子どもたちだった。途中まで戻って、A のペースで伴走し、

最後は A を中心に大勢で一緒にゴールした。その瞬間に、他の子どもたちや保護者、教員たち

から大きな拍手をもらい、A だけでなくみんなが、とても良い顔をしていた。誰も取り残さな

くなった、あったかい心を見せ付けられた瞬間だった。

調子に乗りやすく、何でも自分がしたいけれどできなくて怒り散らしていた A。それに対し

て対等にぶつかりあっていたのにいつの間にか迎えに行くようになった B らも、A を助けたく

てもなかなか言い出せなかったのにいつの間にか周りに異議を唱えられるようになった H らも、

中学校でも A の存在を放っておかず、たまに小学校に来ては A の様子を報告してくれた。今で

はもう高校生となっている。A を担任した当初は、いじめの対象になってしまうのではないか

と心配していたが、地域でも仲間と共に逞しく育っていってほしい。そして、卒業文集に書い

ていたように、「お父さんと一緒に働いたお金で、おばあちゃんを旅行に連れて行ってあげる」

ような優しい夢を叶えてほしい。

こうした若者たちが、いつか「誰一人取り残さない」平和な世界を実現していくと信じたい。

教師とは、子どもたちのそんな夢や未来を信じながら努力し続けることが必要であり、その中

で子どもたちが見せてくれる姿こそが、教育の魅力だと言える。

3．総合考察

ここからは、2 章の事例と省察について、筆者（角田）が考察を行う。プロセスレコード（以

下 PR と略す）には複数の場面があり、A とのかかわり合いだけでなく、クラスの他の子ども達

とのやり取りも描かれ、PR の活用として実践に即した新たな工夫がなされていた。Ⅰ～Ⅶの

PR を読むことで、2 年間の A とクラスの子ども達（5、6 年生でメンバーに異同はある）の様子、

そして担任のその場の思いや実際のやり取りが生き生きと伝えられ、A を含む子ども達の成長

を垣間見ることができた。さらに、担任の省察も加えられ、何を感じ考えながら 2 年間の教育

に取り組んできたかの詳細を知ることができた。
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（1） 総合力としての学校臨床力

1 章で「総合力としての学校臨床力」について 3 つの観点を示したが、それに沿って考えてみ

たい。まず、（1）「 教えると育む」では、総合的な学習の時間に、担任は SDGs（持続可能な開

発目標）を取り上げている。様々な世界の出来事と A をめぐる毎日の出来事を SDGs の視点で

つなげ、A について「自分たちにもできること」をクラスの子ども達が考えられるように、時

間をかけて育んできたといえる。教える面と育む面が担任の中で有機的につながっていること

で、A を含む子ども達にもそのつながりが学校生活の中で自分事として経験され、年単位の生

きた学びになったことが示されている。

（2）「集団と個人」では、A の問題行動によって担任は A 個人への対応を日々求められ、一見

すると学級経営が難しい状況に見える。しかし、担任は、A の指導とまわりの子ども達の意識

を変えることを常に関連づけていたとある。A から距離を置こうとする他の子ども達の姿勢は、

クラスから A を「取り残す」ことになりかねない。担任は要所で A と個別に丁寧にかかわりつつ、

他方で他の子ども達の様々な思いにアンテナを張っている。 PR のⅤに見られるように、他から

不平が生じるのは当然でもある。しかし、こうした場面こそチャンスととらえて、担任は自分

の思いを率直に語り、A についての理解を伝え、成長への期待を込めた「種まき」としての話

し合いを子ども達と行っている。また、PR のⅢ、Ⅴ、Ⅵのように学級通信に様々な出来事を掲

載して各家庭に伝え、保護者の理解も醸成している。集団にも個人にも、担任は 自然さ・本心

のまま（authenticity）を感じさせ（角田，2020）、誠実に話し合う姿勢を持ちつづけていたと

いえる。

（3）「厳格性と受容性」では、どの子どもに対しても、本人の非が認められる場合、担任はそ

の子どもの責任を本人にもクラスにも明確にしており、一貫した厳格性が見られる。他方で、

どの子どもの思いも丁寧に汲もうとしており、受容性も一貫している。その都度、どうかかわ

るかについて担任は悩みつつも、子どもたちの成長に必要な反応・応答を模索して提供しよう

としており、子どもたちへの自己対象 （selfobject）1）として機能する姿勢が一貫して見られる。

以上のように、この事例における担任は、その都度迷いもあるのだが、それは教育可能性の

選択としての迷いであり、自己一致（self-congruence）あるいは自然さ・本心のままといった、

子どもに対する姿勢は一貫していたといえる。悩み葛藤することは、誰にとっても苦しくて避

けたいことだが、その状態を持ちこたえる強さが身につくことで、安易な解決に流れるのでは

なく、熟慮して選択できる可能性が生まれる。担任自身の葛藤を抱える力・忍耐力によって、

子ども達にも悩み葛藤できる力が育まれたといえる。そこには粘り強くかかわり合いをつづけ

る時間も必要であった。総合力としての学校臨床力には、こうした「葛藤を抱える力」が根底

に欠かせないといえるだろう（角田他，2022）。

（2）教育の魅力を省察するとは

本事例の中で担任は、実践を省察する目的とは「教育において最も大切にしなければならな

い原点」を見いだすことだと述べている。2 章から担任自身の姿勢を示す表現を抽出すると「子

どもとのかかわりへの覚悟」、「子どもとは言え一人一人違う人間を約 30 人相手にする担任とし

て、子どもたちを十分に理解するには時間はかかって当然だと考える」などがある。担任は、

自分自身への厳格性を持ちながら、子ども達一人ひとりと時間をかけて「かかわる」ことを、
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教育で最も大切にすべき原点にしていると思われ、2 章の 7 つの PR にはその実際が描かれていた。

ⅠとⅡでは、授業中の教室にいない A について、担任は教室内の他の子ども達とかかわりな

がら状況を把握し、授業を進めるかどうかや、どのタイミングで誰が A の元に行くのかを考え、

子どもらに必要と思われる対応を選んでいる。Ⅱの⑬では、他児と戻ってきた A の泣き叫びを

担任は〈分かってる！〉と大声でかき消している。これはⅣの修学旅行の⑨で、周囲に誤解さ

れた A の泣き叫びを〈分かった〉と両肩を抱いて受けとめたことと類似している。担任が A と

の関係を通して見いだした、関係特異的なかかわりが印象的である。

Ⅲ「ペットの死」の場面で、担任は A の様子をよく観察し普段との違いを感じ取り、授業を

まさに切り盛りしながら、A の「喪の仕事（mourning work）」を共に実現している。この担任

の働きは、別離という悲しみの共有と、そこからの回復への支えであり、A の心の成長に大き

な意味を持つ。

Ⅳの修学旅行先の居室では、A が湯飲みを割ったことへの周囲の「非難」は、担任が A の思

いを理解して周囲の子ども達に伝えることで、「理解」へと変わった。以前に、通常学級におけ

る特別支援教育で「橋渡し」の重要性について述べた（角田・福本，2021，角田，2020）が、

この場面における担任の役割はまさにそれにあたるといえる。Ⅴについては前節で述べた。

Ⅵでは、クラスの子ども達の A への姿勢に変化が見られたことが示されている。先に担任の

A への観察眼に触れたが、ここでは、A を下支えする二人の子どもの見過ごされそうな微妙な

動きを担任はよく観察しており、細やかな児童理解の一端が表れている。

Ⅶでは、いなくなった A のことを、子ども達が話し合い、考え、方向性を見いだしている。

その様子を見守る担任に喜びが起こり、さらにそれを感じた子ども達も嬉しくなっている。そ

して、子ども達に迎えられた A も笑顔で教室に戻ってくる。日常の一コマであるが、ここでは

A にとっても、他の子ども達にとっても、そして担任にとっても、お互いを認め合って共に居

ることを喜ぶという、間主観的に共有された相互の自己対象体験が生じており、「至適な応答性

（optimal responsiveness）」が生じているといえる（角田・堀内，2019，角田，2020）。こうし

た成長の場が生まれるのは、それまでのかかわり合いの積み重ねがあってこそである。

教師が「かかわり」を大事にするとは、子ども達と接する様々な場面で、あたかも「種まき」

をするようにその成長への可能性を信じてエネルギーを注ぐことだと思われる。ただし、自分

本位なむやみなエネルギーの放出ではなく、教師は心を砕き、相手をよく見る目が必要で、エ

ネルギーの加減や注ぎ方といった調節が大切になる。注いだエネルギーが、やがて個々の子ど

もやクラスという場の中で熟成され、それが子ども達の言動として、本事例であればⅦの場面

や 2 章の省察の終わりの持久走のエピソードのように、教師に「手応え」として返ってくる瞬

間が訪れる。それは A を含む子ども達の確かな成長が感じられる時であり、蒔いた種から芽が

伸び、その生き生きとした姿が教師に実感されるということである。2 章の最後に共著者が述べ

ていたように、こうした体験を味わえることが、教育の魅力といえるのではないだろうか。

（3）おわりに

事例研究とは、ある教師とある子ども（達）とのかかわり合いの検討であり、いわばミクロ

コスモスの検討といえる。それゆえ一般化はなされにくいが、生きた人と人とがかかわり合う

とはどういうことかが、体験レベルで伝達される可能性を持つ。本研究であれば「教育の魅力」
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を具体的に伝えるということであり、一連の省察を通じて総合力としての教師の学校臨床力が

例証されることになった。教育の魅力とは、教師が子ども達の変化・成長のプロセスにコミッ

トすることから生まれるといえる。特定の教師－子どもというミクロコスモスが変化し成長す

るのであれば、それは、その子ども達がつくるマクロコスモスの変化・成長に資する可能性が

あり、本研究ではそうした教育の魅力も示されたといえる。

本論文の中で A の事例を示すことについて、A 自身が快く認めてくれたことに著者一同感謝

したい。

注

1）自己対象（selfobject）とは、自己を支え維持する働きを指す。角田（2020）を参照のこと。

参考文献

角田 豊・福本久美子（2012）「幼稚園における特別支援教育と間主観性 ―自閉傾向をもつ幼児

に対する保育者の橋渡し機能―」『京都教育大学紀要』120，11-27．
角田 豊（2016）「『学校臨床力』の観点からみた教師の省察を深める事例研究会　―教職大学院

の授業から―」『京都教育大学大学院連合教職実践研究科年報』No.5，pp.11-24．
角田 豊・掛田みちる（2016）「『学校臨床力』の観点からみた教師の省察を深める事例研究会 ―
教職大学院における事例研究の実際―」『京都教育大学紀要』 No.129，pp.47-61．

角田 豊・片山紀子・小松貴弘編著（2016）『子どもを育む学校臨床力　―多様性の時代の生徒

指導・教育相談・特別支援―』創元社．

角田 豊・柴崎朱音（2017）「『学校臨床力』とプロセスレコードによる教師の省察」『京都教育

大学紀要』 No.131，pp.1-15．
 角田 豊・上良祐子（2018）「プロセスレコードによる教師の省察とグループ省察会 ―中堅中学

校教員によるプロセスレコードの具体例―」『京都教育大学紀要』 No.133，pp.101-115．
 角田 豊・堀内大輔（2019）「学校臨床力・至適な応答性・遊ぶこと ―プロセスレコードを用い

た『行為レベルの実践知』の検討―」 『京都教育大学紀要』 No.135，pp.33-48．
角田 豊 編著（2019）『子どもとの関係性を読み解く 教師のためのプロセスレコード ―学校臨床

力を磨く自己省察とグループ省察会―』金子書房．

角田 豊 編著（2020）『学校臨床力を磨く事例検討の進め方 ―かかわり合いを省察する教師のた

めに―』創元社．

 角田 豊・中垣ますみ・西井　薫・冨永吉喜・飛田　祥（ 2021）「学校臨床力と教師の省察　―

プロセスレコードを用いた感性を磨く省察会のあり方―」『京都教育大学紀要』 No.138，
pp.255-271．

角田 豊・中垣ますみ・永尾彰子（2022）「学校臨床力を磨く事例検討会についての質的研究　

―事例検討会そのものを省察する試み―」『京都教育大学紀要』No.141，pp.43-59．





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


